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 教育課程について

 釧路市立美原中学校

教育課程とは、学校教育の目的や目標を達成す
るために各学年の授業時数との関連において、学
習指導要領に示された内容を総合的に組織した学
校の教育計画のことです。学習指導要領は、学校
教育にかかわる基本的事項を規定するもので、国
の基準として文部科学大臣が告示し、国民一般に
示すもので、各学校が編成する教育課程の基準と
なるものです。

令和３年度より、中学校でも新たな学習指導要
領が完全実施となり、「主体的、対話的で深い学
び」の実践が求められています。

必 修  教  科  の  授  業 時 数
道徳 特活

選択

教科
総合 計

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技家 外国語

１年 140 105 140 105 45 45 105 70 140 35 35 0 50 1015

２年 140 105 105 140 35 35 105 70 140 35 35 0 70 1015

３年 105 140 140 140 35 35 105 35 140 35 35 0 70 1015

加速度的なグローバル化、情報化、技術革新
等といった大きな社会の変化に伴う予測できな
い未来に対応するためには、その変化に受け身
で対処するのではなく、主体的に向き合って関
わり合い、その過程を通して、一人一人が自ら
の可能性を最大限に発揮し、よりよい社会と幸
福な人生を自ら創り出していくことが重要です。

これからは社会的・職業的に自立した人間と
して、伝統や文化に立脚し、高い志と意欲を
持って、蓄積された知識を礎としながら、膨大
な情報から何が重要かを主体的に判断し、自ら
問いを立ててその解決を目指し、他者と協働し
ながら新たな価値を生み出していくことが求め
られています。

・生徒の思いが響き合う（主体性）授業改善
・「聞き上手」が「話し上手」を育てる対話
・小中の一貫した授業規律や学習環境の整備
・２次訪問、外国語巡回等の授業交流

教 科

・道徳推進教諭を中心とした校内研修
の推進、考え議論する道徳科の授業

特別の教科道徳

・自己の生き方を考えるねらいに基づいた探究活動を展開し、各領域、各教科との横断的な視
点を踏まえ、課題を主体的に探究しようとする生徒の育成を図る。

・キャリア・ノート等を活用した、１，２年次に各１回行う職業体験学習、９年間の系統やね
らいを明確にしたキャリア教育の充実

総合的な学習の時間『My Self Time』
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標準学力検査（全学年）
教育相談（１，２年）
修学旅行(３年)

入学式
部活動発会式
全国学力学習状況調査
参観日･PTA総会・懇談
二者面談（１･２年)
三者面談(３年)

高校説明会
（３年・保護者）
宿泊研修(２年)
夏季中体連
定期テストⅠ

体育祭
授業参観・懇談

教育実習
学力テスト（全学年）

学力テスト総合Ａ（３年）
定期テストⅡ

合唱祭
学力テスト総合Ｂ（３年）
職場体験学習（２年）
前期終了・通知票配付

進路説明会(３年)
学力テスト総合Ｃ（３年）
定期テストⅢ
授業参観
個人面談（３年）
三者面談(３年)
教育相談Ⅱ（１，２年）

標準学力検査（全学年）

定期テストⅣ（３年）
授業参観・懇談
新入生学校説明会

開校記念日
私立高校入試
高専入試

定期テストⅣ(１･２年)

公立高校入試
卒業式
修了式・通知票配付

学習指導要領における年間の授業時数

・１年間を通して全学年で朝の読書を実施します。朝の読書を行うことで読解力の育成とともに、落ち着いた学習環境
の醸成を目指します。

・HLC（健康学習チェック）を毎日行い、基本的生活習慣及び家庭学習習慣の定着を推進します。
・５月から３月まで放課後自習室を開設し、自学自習の場の提供や基礎基本の定着に向けた学習の支援を行います。
・生徒会活動、学級活動、学校行事を充実させ、その取組にあたっては過程を大切にした積極的な取組を推進します。
・アセス（楽しい学校生活を送るためのアンケート）を有効に活用し、生徒一人一人への積極的な指導に努めます。
・進路指導を充実させる中で、高校の先生を招いての高校説明会を実施します。
・外部講師を招いた心身の健康・安全に関わる各種講演（携帯電話、ＡＥＤの使用、性教育、薬物乱用防止）を実施しま
す。

・「釧路市が目指す授業」を基盤とした生徒の主体的な学びを保証した授業展開を図っていきます。
・授業の中で一人一台端末（クロームブック）の効果的な活用を図っていきます。

・平成２４年度より成績評価について２期制を実施しています。
・必修教科の授業では、基礎的・基本的な学習内容が定着するよう、授業を進めていきます。
・全学年の数学で１学級を少人数にした習熟度別授業を通年で実施します。全学年４月中に開始予定です。

必修教科における評価は、校内で統一した規準
を設け、各教科ごとに定期テストの他に、単元ご
とのテストや小テスト、作品の制作過程の様子や
完成度、ノートやワークシートの提出、日常の授
業観察の状況などの評価内容を教科ごとに統一し
て、絶対評価（目標に対してどの程度達成されて
いるかを評価する）で行っています。

必修教科における評価について

夏 休 み

冬 休 み

具
体
化

主
な
行
事

◎定期テストは年４回の実施です。
定期テストⅠ・定期テストⅡ・定期テストⅢ
定期テストⅣの４回です。
定期テストⅠとⅢは５教科のみの実施です。

◎学力テストは次の通り実施します。
１年→４月、８月、２月
２年→４月、８月、２月
３年→４月、８月、９月、10月、11月、２月

テストの実施について
学校説明会資料

・生徒の主体的活動を重視する学校行事
・生徒会活動、学級活動の活性化

特別活動

豊かな表現力・想像力を伸ばし、
じりつ（自立・自律）する美原の子

そのほかの場面でも･･･

目指す生徒の姿

スローガン

「前進する美原 改善と創造」
輝く人づくり

知・徳・体 調和のとれた教育課程

魅力ある学校づくり
小中連携 三者の協育 質の高い職員集団

校 訓

敬愛 感謝 飛翔



本校では上記の「観点について」の視点を踏まえて、他者との比較ではなく、生徒一人一人の持つ良い点や可能性などを把握し、生徒の学習意欲の向上に生かすようにしていきます。

●「テストの点数だけで成績が決定するのではありません」
評定は、前述したように各教科の「各観点」の達成状況を総合的に判断して行うことになります。３つの観点の目標にどの程度達成しているかをもとに評定が行われます。目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）は生

徒一人一人の達成度を判断する資料を、計画に従って収集し、達成度の境界を適切に設定することが要求されています。なお、３つの観点は同じ程度で評価しています。
  特に「主体的に学習に取り組む態度」の観点における評価については、単元末など学習の節目において、全教科で単元の目標に対して、どう取り組むことができたかといった「学習の振り返り」を行い評価資料の１つと  

します。普段の学習活動の中で学習の調整の仕方、粘り強い取組とは何かといったことについての指導も重ねながら、作品の作成後、実技テスト後、単元末テスト、試行錯誤の機会が伴う課題などの場面において、「主 体
的に学習に取り組む態度」のみを単体で取り出して評価するのではなく、「思考・判断・表現」などと一体的に評価していくこととなっています。

観点別評価（ABC）と５段階評定の関連について
●基準１ 観点別学習状況の評価
①通知票には「到達度」として、「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」の３段階で判断します。
②各観点の目標に照らし、子ども一人一人が、それぞれの目標に、どれだけ到達しているかをさまざまな材料から判断します。
③各教科の観点は、「主体的に学習に取り組む態度」「知識および技能」など、通知票に書いていますので（前図参照）、参照してくだ
さい。

●基準２ ５段階評定
①５段階で表します。
・各教科とも観点ごとの状況をもとにして、目標やねらいに対する到達度を前期、後期、学年末に「１」「２」「３」「４」「５」で
表します。

②評定のそれぞれの意味は
・「３」を基準にしています。「３」は「おおむね満足できる状況」です。
・さらに自分に厳しく、勉学に励み、その努力と成果が結実された人は「４」、その中でも特に高いと判断される子は「５」となります。
・より一層の努力を要する到達度を「１」として、その中間が「２」となります。

令和８年度

評価・評定について

 釧路市立美原中学校

学校説明会資料

本校では適正な絶対評価を目指して研究、研修を積み重ね、評価基準の客観性、信頼性を高めるために、毎年、１２月に実施している「標準学力調査」の
結果の経年比較をおこない、さらには他校との情報交流をおこなった上で、達成度（カッティングポイント）を設定しております。

評価の基本的な役割は、
第一に「生徒を伸ばすため」のものです。学習や生活、行動の進歩の状況や子どものよさを中心にとらえ、子どもに意欲を持たせ、「次への」やる気を引き起こさせる

ことをねらいとしています。
第二に「自分を見つめ直すため」という役割があります。子ども一人一人が、その学期の自分自身を振り返り、よかった点、さらに努力すべき点を知り、それらを生か

して、次への課題を明らかにしてほしいのです。このような営みを通して生徒の自ら学ぶ意欲や問題解決の能力、個性の伸長を喚起する願いがあります。

  ※1「知識・技能」の観点については、ただ単に知識や技能を暗記するということではなく、「理解が伴い応用の利く」ものであることが求められています。
※2「主体的に学習に取り組む態度」については、積極的な発言を行う等の性格や行動面の傾向を評価するということではなく、知識及び技能を習得したり、思
考力、判断力、表現力等を身に付けたりするために、自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら，学ぼうと
しているかどうかという意志的な側面を評価することが重要とされております。

例）全教科…共通で３つの観点
①知識および技能
②思考力、判断力、表現力 

③主体的に学習に取り組む態度

教
科

観点別学習状況
評
価

評
定

知 識 お よ び 技 能 A
思 考 力 、 判 断 力 、 表 現 力 B
主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 A
知 識 お よ び 技 能 B
思 考 力 、 判 断 力 、 表 現 力 B
主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 B
知 識 お よ び 技 能 B
思 考 力 、 判 断 力 、 表 現 力 Ｃ
主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 B

3

3

国
　
語

社
　
会

数
　
学

4

「Ａ」・・「十分満足できる判断される」

「Ｂ」・・「おおむね満足できる判断される」

「Ｃ」・・「努力を要すると判断される」

70％以上の到達度

45％以上75％未満の到達度

45％未満の到達度

「５」・・「十分満足でき、特に、高いと判断されるもの」 ８５％以上

「４」・・「十分満足できると判断されるもの」 ７０％以上～８５％未満

「３」・・「おおむね満足できると判断されるもの」 ４５％以上～７０％未満

「２」・・「努力を要すると判断されるもの」 ２５％以上～４５％未満

「１」・・「一層の努力を要すると判断されるもの」 ２５％未満

ここにご注意下さい
●達成度には幅があります。したがって以下のように観点別のパターンだけで見るとおかしいと
思われることが生じることもあります。
各観点の組み合わせで決めるのではなく、あくまでも達成率で５段階評定を決定します。

Q．同じ「Ａ・Ａ・Ａ」でも、「４」と「５」があるのはどうしてですか？

Ａ．同じＡ（またはＢ・Ｃ）でも、達成度には大きな幅があるからです（右例参照）。

評価に対する本校の基本的な押さえ

本校の評価・評定の方法

評定について（観点の見方）

知識および技能
思考力・判断力

表現力

主体的に学習に

取り組む態度

80% 80% 75% 78.33%

A A A 4

85% 85% 85% 85%

A A A 5

95% 69% 95% 86.33%

A B A 5

解　　　説

●XさんとYさんの比較

同じ［A・A・A］なのに、評定が異なるこ

とがあります。

●Zさん

［A・B・A］なのに、総合達成度が86%を

超えており、「５」の評定になります。

X

Y

Z

観点別評価
総合到達度と

評定

評定は、各教科の３つの観点－①知識・技能※、②思考力・判断力・表現力 ③主体的に学習に取り組む態度※２の達成状況を総合的に判断して行
うことになります。この各観点の目標にどの程度達成しているかをもとに評定が行われます。目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）は生徒一人一
人の達成度を判断する資料を、計画に従って収集し、達成度の境界を適切に設定することが要求されます。評定は、各教科の「各観点」の達成状況を
総合的に判断して行うことになります。
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